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(注)潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。 

  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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1. 平成23年9月期第3四半期の連結業績（平成22年10月1日～平成23年6月30日）

 (1) 連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年9月期第3四半期 3,522 4.7 464 △5.4 472 △4.3 215 △15.5

22年9月期第3四半期 3,363 20.1 491 2.0 493 2.2 254 2.1

1株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

23年9月期第3四半期 41.38 ―
22年9月期第3四半期 48.94 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年9月期第3四半期 4,177 3,253 75.4 604.77
22年9月期 3,971 3,036 74.9 571.39

(参考) 自己資本  23年9月期第3四半期 3,148百万円  22年9月期 2,974百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年9月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00

23年9月期 ― 0.00 ―

23年9月期(予想) 8.00 8.00

3. 平成23年9月期の連結業績予想（平成22年10月1日～平成23年9月30日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 9.4 700 2.5 700 2.4 365 2.0 70.11

YukariYamada
fasf

jasdaq



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点にお

いて、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

  

業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業績等は、今後の経済情

勢、市場動向に関わるリスクや不確定要因等により変動する可能性があります。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.5 「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 ―社 (社名           )、除外 ―社 (社名           )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年9月期3Ｑ 5,255,000株  22年9月期 5,255,000株

② 期末自己株式数 23年9月期3Ｑ 48,611株  22年9月期 48,611株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年9月期3Ｑ 5,206,389株  22年9月期3Ｑ 5,206,551株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平
成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第20号 平成20年３月21日）を適用しておりますが、前年同四半期比につきましては、前年同四半期と比
較し実質的にセグメント区分の変更がないため、前年同四半期における事業の種類別セグメント情報との
比較数値を記載しております。 
  

当第３四半期連結累計期間（平成22年10月１日～平成23年６月30日）におけるわが国経済は、平成23年
３月11日に発生した東日本大震災の影響もあり、雇用情勢は依然として厳しく設備投資に弱い動きが見ら
れるなかで、一部に持ち直しの動きが見られたものの、海外の経済環境に留意する必要があり先行きは不
透明な状況となっております。 
情報通信業界におきましても、企業のソフトウェア投資は緩やかな減少から横ばいへと変化しておりま

すが、情報サービス業の売上高は前年同四半期（平成21年10月１日～平成22年６月30日）と比べ減少傾向
にあるなど、今後のソフトウェア・情報サービス需要についても、先行きに不透明感が残る状況となって
おります。このような中、スマートフォンの急速な普及に加え、次世代ネットワーク（ＮＧＮ）の拡大や
次世代高速無線通信サービスの開始等、メディアの融合に向けた動きが加速してまいりました。携帯電
話・スマートフォンにつきましても、当第３四半期連結累計期間末（平成23年６月末）にはインターネッ
ト接続の契約数が9,800万件を超える等、インターネット端末として広く浸透しております。 
当社グループにおきましても、インターネットでの更なる事業展開の基盤を確立してまいりました。携

帯電話向けに提供いたしております「乗換案内NEXT」及び無料版「乗換案内」並びにスマートフォン向け
に提供いたしております「乗換案内Plus」、無料版「乗換案内」の検索回数は平成23年６月には月間約１
億5,000万回となっており、多くの方々に広くご利用いただいております。 
このような環境の中で、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は3,522,068千円

（前年同四半期比4.7％増）、営業利益は464,969千円（前年同四半期比5.4％減）、経常利益は472,596千
円（前年同四半期比4.3％減）、四半期純利益は215,417千円（前年同四半期比15.5％減）という経営成績
となりました。 
売上高につきましては、主としてマルチメディア事業セグメントにおける売上高が610,395千円（前年

同四半期比71.9％増）と増加したことにより、前年同四半期と比べやや増加いたしました。また、営業利
益につきましては、マルチメディア事業においては営業損失が減少しましたが、乗換案内事業セグメント
において営業利益が減少した影響がこれを上回ったため、全体としてはやや減少しております。これによ
り経常利益につきましても、前年同四半期と比べやや減少しております。四半期純利益につきましては、
これらに加え、子会社株式や投資有価証券の評価損を計上したことの影響等によって、前年同四半期と比
べ減少しております。 
なお、従来、一部の連結子会社のサービスにおいて、顧客に付与したポイント使用に伴う負担について

はポイント利用時に費用計上しておりましたが、システムの整備により計算に必要なデータが確保でき、
合理的に将来のポイント使用に伴う負担を算定できるようになったことに伴い、第２四半期連結会計期間
よりポイント引当金を計上しております。これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利
益は、それぞれ23,530千円減少しております。 
  
セグメント別の業績は、次のとおりであります。 
  

（乗換案内事業） 
乗換案内事業は全体として、前年同四半期と比べ売上高は微減となり、営業利益は減少いたしまし

た。 
携帯電話向けの事業につきましては、携帯電話向け有料サービスである「乗換案内NEXT」及びスマー

トフォン向け有料版アプリケーション「乗換案内Plus」の会員数は、当第３四半期連結累計期間末には
合計で約61万人となっております。なお、当第３四半期連結累計期間においては、新たにAndroid端末
向けの有料版アプリケーション「乗換案内Plus」の提供を開始しております。また、株式会社エキスプ
レス・コンテンツバンクでは「交通情報アクセス」等を提供しております。それらの結果、売上高は前
年同四半期と比べやや増加しております。 
広告につきましては、株式会社エキスプレス・コンテンツバンクでの売上が増加しており、全体とし

て売上高は前年同四半期と比べ微増しております。 
「乗換案内」のパソコン向け製品につきましては、前年同四半期と比べ売上高が減少いたしておりま

す。これは主に、顧客との直接契約によるバージョンアップの売上が減少しているためであります。 
「乗換案内」の法人向け製品の売上高につきましては、前年同四半期と比べ増加しております。これ

は主に、ASPサービスの「ジョルダンクラウド」の売上増加に加え、前第３四半期連結会計期間以降、
保守契約に係る売上の計上方法について、提供期間にわたる履行に応じて収益計上を行っていることの
影響によるものであります。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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旅行関連事業に関しましては、パソコン向けインターネット版「乗換案内」、並びに携帯電話向け

「乗換案内NEXT」及び無料版「乗換案内」の利用者等に対して、旅行商品の販売を実施しております。
当第３四半期連結累計期間には先の大震災発生後の出張・旅行の取り止めや自粛の影響も受けており、
全体として売上高は前年同四半期と比べ減少しております。 
以上の結果、乗換案内事業全体としては売上高2,833,283千円（前年同四半期比1.8％減）となりまし

た。営業利益につきましては、広告宣伝費や将来の事業展開を見据えての先行開発等を含めた営業費用
の増加の影響もあり、845,198千円（前年同四半期比11.6％減）となりました。 
  

（マルチメディア事業） 
マルチメディア事業では、出版につきましては、総合オピニオン誌『表現者』を発行しているほか、

「ジョルダンブックス」として書籍を発売しております。当第３四半期連結累計期間においては、
『SharePoint 成功への道標』等を新たに刊行しております。 
また携帯電話向けには、株式会社エキスプレス・コンテンツバンクでは「アクセスBOOKS」「つかえ

るえもじ」等を提供しており、その売上は大きく増加しております。また、当第３四半期連結累計期間
においては、新たに「ゲーム★スター」のサービスを開始しております。当社では、従来から「ハムス
ター倶楽部」等の提供も行っております。 
それらの結果、全体として売上高は大きく増加しております。また、当第３四半期連結累計期間にお

いては利益の獲得には至っておらず営業損失が発生しておりますが、前年同四半期と比べて損失幅は縮
小しております。 
以上の結果、売上高610,395千円（前年同四半期比71.9％増）、営業損失152,689千円（前年同四半期

は234,039千円の損失）となりました。 
  

（その他） 
受託ソフトウェア開発及び情報関連機器リース等につきましては、ソフトウェア開発の受注及び売上

が減少している影響で、前年同四半期と比べた売上高は減少しており、営業損失が発生しております。
以上の結果、売上高129,681千円（前年同四半期比20.0％減）、営業損失13,556千円（前年同四半期

は2,711千円の損失）となりました。 
  

なお、上記のセグメント別の売上高は、セグメント間の内部売上高を相殺しておりません。また、営業
利益は、配賦不能営業費用及び内部取引による営業費用の控除前の数値であり、合計は連結営業利益と一
致しておりません。 

  

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末（平成22年９月末）と比較します
と、資産は205,760千円増の4,177,081千円、負債は10,651千円減の923,894千円、純資産は216,412千円増
の3,253,186千円となりました。 
資産は、流動資産につきましては、291,806千円増の3,322,069千円となりました。これは、現金及び預

金が231,275千円増の2,179,806千円、受取手形及び売掛金が25,423千円増の948,685千円、仕掛品が
15,780千円増の29,925千円となったこと等の影響によるものであります。仕掛品が増加しているのは、主
に開発途中の受託案件に関してソフトウェア開発が進行していることによるものであります。 
固定資産につきましては、86,045千円減の855,011千円となりました。これは、有形固定資産が50,365

千円減の193,289千円、無形固定資産が62,160千円減の282,286千円、投資その他の資産が26,481千円増の
379,435千円となったことによるものであります。有形固定資産が減少しているのは、主に償却が進んで
いることによるものであります。無形固定資産が減少しているのは、のれんが80,490円減の98,279千円と
なったことの影響が、ソフトウェアが18,329千円増の182,499千円となったことの影響を上回ったことに
よるものであります。のれんが減少しているのは、主にのれんの償却及び連結子会社株式の一部売却によ
るものであります。投資その他の資産が増加しているのは、主に繰延税金資産が13,179千円増の41,441千
円となったことによるものであります。繰延税金資産が増加しているのは、主に投資有価証券評価損及び
子会社株式評価損について税効果を認識していることによるものであります。 
負債は、流動負債につきましては、27,758千円増の852,994千円となりました。これは、支払手形及び

買掛金が54,561千円増の310,426千円、未払費用が50,983千円増の154,505千円、前連結会計年度末にはな
かったポイント引当金が23,530千円となったこと等の影響が、未払法人税等が89,977千円減の82,275千
円、賞与引当金が17,186千円減の50,513千円となったこと等の影響を上回ったことによるものでありま
す。支払手形及び買掛金が増加しているのは、主に営業費用が全体として増加傾向であることによるもの
であります。未払費用の増加及び賞与引当金の減少は、主に賞与支給額の確定によるものであります。ポ
イント引当金が新たに発生しているのは、連結子会社の一部サービスにおいて合理的に将来のポイント使
用に伴う負担を算定できるようになったことに伴い、第２四半期連結会計期間よりポイント引当金の計上
を行っているためであります。未払法人税等が減少しているのは、主に法人税等の支払いによるものであ
ります。 
固定負債につきましては、38,410千円減の70,900千円となりました。これは、長期借入金が45,810千円

減の60,500千円となったこと等によるものであります。長期借入金が減少しているのは、主に長期借入金

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

 ①資産、負債、純資産の状況
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の返済によるものであります。 
純資産は、株主資本につきましては、173,766千円増の3,148,663千円となりました。これは、四半期純

利益215,417千円が、剰余金の配当41,651千円を上回った影響で、利益剰余金が173,766千円増の
2,610,940千円となったことによるものであります。 
少数株主持分につきましては、42,645千円増の104,523千円となりました。これは主に、連結子会社で

ある株式会社エキスプレス・コンテンツバンクの株式の一部を同社の役員に譲渡したことによるものであ
ります。 
  
  

当第３四半期連結会計期間末における連結ベースの現金および現金同等物は、前連結会計年度末と比べ
238,693千円増の965,696千円となりました。 
当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動によるキャッシュ・フローは390,073千円の収入（前年同四半期比29.2％増）となりまし

た。前年同四半期と比べての変動の要因は、仕入債務の増加額が55,371千円（前年同四半期は減少額が
8,561千円でその差63,933千円）、売上債権の増加額が52,183千円減の25,423千円、前年同四半期には
なかった投資有価証券評価損が27,113千円となった影響が、税金等調整前四半期純利益が68,303千円減
の424,691千円、前受金の増加額が37,867千円減の12,386千円となった影響を上回ったこと等でありま
す。仕入債務の増加額が増えた主要因は、全体として、営業費用の増加傾向が続いていることに加え、
前年同四半期中に旅行関連事業の一部の支払先に対する支払サイクルが短くなったことに伴い、それ以
前に比べ仕入債務が減少していたことであります。 
  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
 投資活動によるキャッシュ・フローは63,654千円の支出（前年同四半期比3.6％減）となりました。
前年同四半期と比べほぼ変動がなかった要因は、定期預金の預入による支出が595,476千円増の922,762
千円となった影響と、定期預金の払戻による収入が501,022千円増の930,181千円、前年同四半期にはな
かった子会社株式の売却による収入が70,840千円となった影響が同程度であったこと等であります。定
期預金の預入による支出及び定期預金の払戻による収入については、主に定期預金の満期による払戻及
び再預入により発生しておりますが、前年同四半期においては定期預金の払戻による収入が上回ったの
に対し、当第３四半期連結累計期間では両者がほぼ同額でした。子会社株式の売却による収入は、連結
子会社である株式会社エキスプレス・コンテンツバンクの株式の一部を同社の役員に譲渡したことによ
るものであります。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動によるキャッシュ・フローは87,214千円の支出（前年同四半期比1,368.0％増）となりまし

た。前年同四半期と比べての変動の要因は、前第３四半期連結累計期間にあった長期借入れによる収入
50,000千円がなくなったこと、長期借入金の返済による支出が37,000千円増の46,997千円となったこと
等であります。長期借入金の返済による支出が増えた主要因は、主に連結子会社が長期借入金の一部を
繰上返済したことによるものであります。 

  

業績予想に変更はありません。 

  

 ②キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

(簡便な会計処理) 
税金費用の計算 

一部の子会社は、税金費用の計算については、税引前四半期純利益に、前年度の損益計算書におけ
る税効果会計適用後の税金費用の負担率を乗じて計算しております。 
なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 
該当事項はありません。 

  

(会計処理基準に関する事項の変更) 
資産除去債務に関する会計基準の適用 
第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平
成20年３月31日）を適用しております。 
これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ240千円減少し、税金等

調整前四半期純利益は1,664千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始により、投資そ
の他の資産の「敷金及び保証金」が1,664千円減少しております。 
  

(表示方法の変更) 
「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸

表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内
閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利
益」の科目で表示しております。 

  

(ポイント引当金） 
従来、一部の連結子会社のサービスにおいて、顧客に付与したポイント使用に伴う負担については

ポイント利用時に費用計上しておりましたが、システムの整備により計算に必要なデータが確保で
き、合理的に将来のポイント使用に伴う負担を算定できるようになったことに伴い、第２四半期連結
会計期間よりポイント引当金を計上しております。これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利
益、経常利益、税金等調整前四半期純利益はそれぞれ23,530千円減少しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 追加情報
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,179,806 1,948,531

受取手形及び売掛金 948,685 923,261

商品及び製品 3,847 6,739

仕掛品 29,925 14,144

原材料及び貯蔵品 364 338

繰延税金資産 84,052 72,772

その他 92,170 80,541

貸倒引当金 △16,783 △16,066

流動資産合計 3,322,069 3,030,263

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 55,407 61,806

機械装置及び運搬具（純額） 2,000 2,796

工具、器具及び備品（純額） 85,481 128,652

土地 50,400 50,400

有形固定資産合計 193,289 243,655

無形固定資産

のれん 98,279 178,769

ソフトウエア 182,499 164,169

その他 1,508 1,508

無形固定資産合計 282,286 344,447

投資その他の資産

投資有価証券 121,827 118,940

敷金及び保証金 198,355 196,056

長期滞留債権 4,860 6,310

繰延税金資産 41,441 28,261

その他 17,629 9,695

貸倒引当金 △4,679 △6,310

投資その他の資産合計 379,435 352,953

固定資産合計 855,011 941,056

資産合計 4,177,081 3,971,320
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 310,426 255,865

1年内返済予定の長期借入金 31,684 32,871

未払費用 154,505 103,521

未払法人税等 82,275 172,252

未払消費税等 11,887 17,285

賞与引当金 50,513 67,700

役員賞与引当金 7,497 10,750

返品調整引当金 2,471 4,823

ポイント引当金 23,530 －

その他 178,204 160,167

流動負債合計 852,994 825,236

固定負債

長期借入金 60,500 106,310

その他 10,400 3,000

固定負債合計 70,900 109,310

負債合計 923,894 934,546

純資産の部

株主資本

資本金 277,375 277,375

資本剰余金 284,375 284,375

利益剰余金 2,610,940 2,437,173

自己株式 △24,027 △24,027

株主資本合計 3,148,663 2,974,896

少数株主持分 104,523 61,877

純資産合計 3,253,186 3,036,774

負債純資産合計 4,177,081 3,971,320
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 3,363,251 3,522,068

売上原価 1,584,824 1,611,883

売上総利益 1,778,427 1,910,185

返品調整引当金戻入額 7,945 4,823

返品調整引当金繰入額 4,135 2,471

差引売上総利益 1,782,237 1,912,537

販売費及び一般管理費 1,290,715 1,447,568

営業利益 491,522 464,969

営業外収益

受取利息 1,402 386

受取配当金 802 552

雑収入 2,524 9,372

営業外収益合計 4,729 10,310

営業外費用

支払利息 1,404 1,119

為替差損 384 674

消費税等簡易課税差額損失 457 －

雑損失 412 889

営業外費用合計 2,659 2,683

経常利益 493,592 472,596

特別損失

固定資産除却損 597 4,062

子会社株式売却損 － 306

子会社株式評価損 － 15,000

投資有価証券評価損 － 27,113

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,424

特別損失合計 597 47,905

税金等調整前四半期純利益 492,994 424,691

法人税等 230,592 202,087

少数株主損益調整前四半期純利益 － 222,603

少数株主利益 7,571 7,185

四半期純利益 254,830 215,417
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 492,994 424,691

減価償却費 97,816 114,850

のれん償却額 57,675 44,566

貸倒引当金の増減額（△は減少） 956 △914

返品調整引当金の増減額（△は減少） △3,810 △2,352

ポイント引当金の増減額（△は減少） － 23,530

賞与引当金の増減額（△は減少） △27,408 △17,186

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,481 △3,253

受取利息及び受取配当金 △2,204 △938

支払利息 1,404 1,119

売上債権の増減額（△は増加） △77,607 △25,423

前受金の増減額（△は減少） 50,254 12,386

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,119 △12,914

仕入債務の増減額（△は減少） △8,561 55,371

前渡金の増減額（△は増加） 2,906 △269

未払費用の増減額（△は減少） 37,162 51,298

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,242 △5,451

投資有価証券評価損益（△は益） － 27,113

その他 △25,596 16,244

小計 592,377 702,469

利息及び配当金の受取額 2,204 938

利息の支払額 △1,404 △1,119

法人税等の還付額 － 1,642

法人税等の支払額 △291,156 △313,858

営業活動によるキャッシュ・フロー 302,020 390,073

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △327,286 △922,762

定期預金の払戻による収入 429,158 930,181

有形固定資産の取得による支出 △58,734 △1,567

無形固定資産の取得による支出 △66,039 △86,381

投資有価証券の取得による支出 △42,500 △15,000

子会社株式の取得による支出 △1,100 △30,000

子会社株式の売却による収入 － 70,840

短期貸付けによる支出 － △5,000

敷金及び保証金の差入による支出 △2,500 △6,624

敷金及び保証金の回収による収入 3,000 2,660

投資活動によるキャッシュ・フロー △66,002 △63,654

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △9,997 △46,997

長期借入れによる収入 50,000 －

リース債務の返済による支出 △3,848 △1,888

配当金の支払額 △41,965 △41,329

少数株主への配当金の支払額 △44 －

少数株主からの払込みによる収入 － 3,000

自己株式の取得による支出 △85 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,940 △87,214

現金及び現金同等物に係る換算差額 △276 △510

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 229,799 238,693

現金及び現金同等物の期首残高 1,233,866 727,002

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,463,666 965,696
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該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年10月１日  至  平成22年６月30日) 

  

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品等 

 (1) 乗換案内事業……鉄道等の経路検索・運賃計算ソフトウェア「乗換案内」、各種旅行商品、 

         交通関連情報等 

 (2) マルチメディア事業……各種エンターテイメントコンテンツ、家庭用ゲーム、書籍等 

 (3) その他……受託開発ソフトウェア、情報関連機器リース 

３ 受注制作のソフトウェアに係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、

「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用

し、第１四半期連結会計期間に着手した受注制作のソフトウェアに係る契約から、当第３四半期連結会計期

間末までの進捗部分について成果の確実性が認められるソフトウェア制作については工事進行基準（工事の

進捗率の見積りは原価比例法）を、その他のソフトウェア制作については工事完成基準を適用しておりま

す。 

これによる売上高及び損益に与える影響はありません。 

４ 従来、保守契約開始時に一括収益計上を行っていた法人向けの保守契約に係る売上に関しては、金額的重要

性の高い長期の契約が増加していることから、当該契約については、当第３四半期連結累計期間より提供期

間にわたる契約の履行に応じて収益計上を行っております。この変更により乗換案内事業セグメントにおけ

る売上高及び営業利益は、それぞれ34,176千円減少しております。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が、90％を超えているため、記載を省略し

ております。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日） 

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

乗換案内事業 
(千円)

マルチ
メディア事業

(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消去 
又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,880,797 355,022 127,431 3,363,251 ─ 3,363,251

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,737 ─ 34,727 38,465 (38,465) ─

計 2,884,534 355,022 162,159 3,401,716 (38,465) 3,363,251

営業利益 
又は営業損失(△)

956,249 △234,039 △2,711 719,498 (227,976) 491,522

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、当社の取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっているものであります。 

当社グループは、内部管理上採用している区分により「乗換案内事業」「マルチメディア事業」の２

つを報告セグメントとしております。 

各報告セグメントの主な製品等は以下のとおりであります。 

乗換案内事業 …… 鉄道等の経路検索・運賃計算ソフトウェア「乗換案内」、各種旅行商品、 

          交通関連情報等 

マルチメディア事業 …… 各種エンターテイメントコンテンツ、家庭用ゲーム、書籍等 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日) 

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託開発ソフトウェア業、情報関

連機器リース業等を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△213,984千円には、のれん償却額△29,566千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△184,417千円が含まれております。 

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注)３乗換案内事業

マルチ
メディア事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,833,050 610,395 3,443,446 78,622 ─ 3,522,068

セグメント間の内部
売上高又は振替高

233 ─ 233 51,059 △51,292 ─

計 2,833,283 610,395 3,443,679 129,681 △51,292 3,522,068

セグメント利益 
又は損失(△)

845,198 △152,689 692,509 △13,556 △213,984 464,969

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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